
銭

起

論

、
E
E
a
J
 

，
/
 

i
i藍
出
演
雑
一
一
献
を
中
心
と
し
て

i

i

中
肢
の
詩
人
で
大
腐
の
十
才
子
と
稀
せ
ら
れ
た
銭
起
(
七
二
一
一
i

七
八

O
?〉
に
開
削
す
る
体
記
資
料
は
、
必
ず
し
も
段
箆
で
は
な
い
。

町
議
賠
諮
い
は
、
そ
の
息
「
銭
徽
」
の
俸
の
中
に
、
町
市
新
賠
品
川
闘
い
は
、

同
じ
く
大
肢
の
十
才
子
に
数
え
ら
れ
る
ぺ
践
紛
い
の
俸
の
中
に
、
そ

れ
ぞ
れ
に
そ
の
記
載
が
あ
る
ば
か
り
で
、
…
間
庶
恭
一
閃
と
も
溺
立
し
て
俸

を
立
て
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
樹
賠
議
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

銭
起
は
天
資
十
年
(
七
五
一
〉
の
護
士
で
、
秘
書
省
の
校
唯
一
間
部
を
振

り
出
し
に
、
向
書
省
の
考
功
郎
中
で
終
っ
た
と
い
う
。
現
存
す
る
銭

起
の
集
十
穫
を
吋
銭
考
功
集
』
と
い
う
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
践
の
挑
合
の
編
集
し
た
円
極
玄
集
b

に
は
、
銭
詩
八
首
を
選

ん
で
ヱ
ム
清
宮
使
」
の
官
に
就
い
た
と
い
い
、
一
兆
の
辛
文
一
加
の
司
法

京
子
侍
b

に
は
、
大
限
州
中
に
「
太
清
宮
使
、
翰
林
同
学
士
」
の
官
に
あ

っ
た
と
も
い
う
。

好

問

問

勺

日

y
fゎ
S
H
-

の
十
才
子
い
に
つ
い
て
も
、
十
人
の
数
え
方
に
は
、

田

部

井

文

ま住

〔
注
ニ

か
な
り
大
幅
な
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
監
給
と
銭
起
の
名
は
側
一
ら
れ
て
い
な
い
。
銭
起
の
関
陣
肢
に
は
、

な
お
不
明
な
紘
一
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
鹿
総
(
七
四
八
i

八
O
O
)

よ
り
二
十
数
哉
の
年
長
で
あ
っ
た
銭
起
が
、
十
才
子
中
の
中
心
的
存

在
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
銭
起
の
絞
歴
の
中
で
、
こ
こ
で
特
に
注
一
恕
し
た
い
の
は
、
初

め
て
官
途
に
就
い
て
校
書
郎
と
な
っ
た
、
恐
ら
く
は
そ
の
直
後
、
故

郷
の
張
問
の
地
に
赴
任
し
て
、
そ
の
綜
尉
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
管
見
し
得
た
停
記
資
料
の
中
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
が
、
王
維
の
集
の
中
に
、
次
の
二
首
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。

春
夜
竹
一
目
ヤ
橋
銭
少
府
蹄
輩
出
(
司
王
右
丞
集
』
巻
二
)

送
銭
少
府
還
藍
田
(
同
右
、
巻
八
)

右
の
詩
題
の
少
府
と
は
、
将
尉
の
異
穏
で
あ
り
、
こ
こ
に
い
う
「
銭

少
府
」
と
は
、
嘗
持
、
藍
回
の
尉
と
な
っ
て
い
た
銭
起
を
指
し
て
い

る

。

に

は

、

こ

の

王

錐

の

「

春

夜

一

広

々

L

の
詩
に
醗
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答
し
た
「
例
主
維
春
夜
竹
亭
総
別
い
(
在
一
)
の
詩
一
を
始
め
、
詩
題

に
主
総
の
名
を
記
す
も
の
が
十
台
を
越
え
る
。
ま
た
、
円
一
土
右
丞
集
』

に
は
、
「
印
m
別
銭
起
」
(
各
八
)
の
五
一
一
弔
問
律
詩
が
見
え
る
が
、
京
+
ふ
唐

詩
h

は
、
こ
れ
に
「
或
は
銭
起
の
詩
に
作
り
、
題
し
て
娩
野
監
出
掛

王
維
給
率
と
一
五
ふ
い
と
詑
し
て
お
り
、
内
同
銀
考
功
集
』
も
布
の
題
下

に
、
銭
起
の
作
と
し
て
こ
の
詩
を
載
せ
て
い
る
。
主
・
銭
の
間
関
係
の

密
接
さ
を
一
異
議
き
す
る
と
と
も
に
、
蛍
時
、
王
維
が
晩
年
の
宮
で
あ

〔注一一〕

る
給
事
中
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
一
問
者
の
交
渉
の
年

時
を
、
主
と
し
て
天
資
末
年
以
一
昨
と
す
る
根
按
に
も
な
っ
て
い
る
。

滋
時
、
王
維
は
長
安
の
東
南
約
百
虫
、
援
問
綜
の
綱
川
の
地
に
別

緊
を
構
え
、
究
弟
の
一
土
粉
、
内
弟
(
母
方
の
従
弟
)
の
燦
興
宗
、
詩

友
の
袈
治
・
丘
筋
・
苑
成
・
路
傍
な
ど
、
年
少
の
友
人
知
己
と
、
忘

年
の
交
わ
り
を
繁
し
ん
で
い
た
。
銭
起
が
輩
出
の
尉
と
な
っ
て
、
王

維
に
親
促
す
る
を
得
た
天
質
十
年
代
は
、
あ
た
か
も
王
維
と
袈
油
と

が
沼
桝
川
集
い
四
十
設
を
唱
和
し
た
時
期
に
相
賞
す
る
。
こ
の
こ
と

〔
法
一
己

に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
検
討
を
試
み
た
拙
稿
が
あ
る
の
で
詳
述
を

避
け
る
が
、
町
一
桝
川
集
』
の
成
立
を
、
天
質
十
四
年
ハ
七
五
五
〉
、
安

維
山
蜂
起
の
直
前
の
墳
と
す
れ
ば
、
王
維
は
す
で
に
五
十
四
・
五

歳
、
袈
油
は
四
十
歳
前
後
、
銭
起
は
一
一
一
十
二
・
一
一
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
一
七
一
維
に
は
年
少
の
詩
才
を
愛
す
る
性
癖
が
あ
っ
た
ら
し

く
、
上
惑
の
握
興
宗
・
安
治
一
な
ど
、
抑
制
川
荘
を
め
ぐ
る
文
事
サ
ロ
ン

の
常
連
は
、
い
ず
れ
も
壬
維
よ
り
若
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、

恐
ら
く
は
最
年
少
の
メ

γ
バ
ア
と
し
て
、
こ
の
銭
起
が
迎
え
ら
れ
た

の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
主
維
と
銭
起
と
の
出
あ
い
は
、
す
で
に

そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
雨
者
の
年
齢
差
は

二
十
歳
以
上
、
一
方
は
進
士
の
第
に
登
っ
て
地
方
の
麗
官
に
新
任
し

た
ば
か
り
の
若
輩
で
あ
り
、
一
方
は
中
央
官
擦
の
大
官
、
詩
壇
の
大

御
所
で
あ
っ
た
。
産
国
際
に
抑
制
川
荘
が
材
留
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
懸
尉

に
赴
任
す
る
と
い
う
鵠
然
が
な
け
れ
ば
、
銭
起
が
壬
維
に
私
淑
す
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
親
し
く
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
、
そ
の
文
翠
上
の

〔
法
問
〕

後
権
者
を
M
M
っ
て
日
せ
ら
れ
る
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

銭
起
は
、
常
然
の
こ
と
と
し
て
、
コ
駒
川
集
n

一
…
の
も
う
一
人
の
作

者
安
法
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
吋
銭
考
功
集
b

に
は
、
(
袈
漣
南
門
秋

夜
釘
月
」
〈
各
四
)
の
五
ι
…
…
悶
律
詩
が
残
っ
て
い
る
ο

袈
油
一
は
、
な
駒
川
集
い
の
二
十
設
を
含
め
て
、
吋
ふ
忠
庶
詩
b

に
残
す

作
品
は
僅
か
に
二
十
九
、
王
維
と
て
も
現
存
す
る
も
の
三
宮
八
十
開

設
に
と
ど
ま
る
。
し
か
る
に
銭
起
は
、
円
銭
考
功
集
h

十
巻
(
間
部

叢
刊
本
)
に
五
百
二
十
開
設
、
去
最
m
詩
b

に
五
百
三
十
二
首
の
多

数
を
残
し
て
い
る
。
間
一
克
・
天
賓
の
所
謂
盛
麿
の
詩
壌
の
後
を
添
け

て
、
次
代
の
斡
榔
象
元
自
な
ど
の
元
和
・
長
療
の
詩
人
が
、
新
し
い

時
代
の
趨
勢
を
捻
う
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
、
大
路
・
点
元
の
詩
人
、

就
中
、
大
腐
の
十
才
子
の
雄
「
銭
p

起
」
の
果
た
し
た
役
割
は
何
で
あ
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っ
た
の
か
。
そ
の
詩
業
の
特
質
を
う
か
が
う
べ
く
、
こ
こ
で
は
先

ず
、
吋
銭
考
功
集
い
径
十
、
「
鹿
間
渓
雑
詠
い
二
十
一
一
設
を
と
り
あ
げ

て
み
た
い
。
こ
の
述
作
の
二
十
二
首
は
、
一
七
日
維
と
袈
辿
と
が
そ
れ
ぞ

れ
二
十
首
ず
つ
を
問
和
し
た
コ
相
川
集
い
の
五
百
絶
句
と
詩
形
を
同

じ
く
し
、
詩
数
も
、
詠
じ
ら
れ
た
場
所
も
ほ
ぼ
似
通
っ
た
、
銭
起
の

代
表
的
な
自
然
詠
で
あ
る
。
王
・
袈
の
そ
れ
ぞ
れ
二
十
誌
と
、
こ
の

銭
詩
二
十
二
首
と
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銭
起
の
詩
の

全
貌
を
担
捉
す
る
第
一
段
階
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
小
論
の
は
お

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。一一

銭
起
の
「
慰
問
一
様
雑
一
詠
い
ご
の
中
で
、
頻
度
数
の
高
い
山
川

字
を
、
主
・
袈
の
忠
明
川
集
b

の
二
十
首
ず
つ
の
そ
れ
と
比
較
し
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

袈

油…

3 

4 

，ι‘，&t1 i
 

仇々マ部

1 

2 

3 

;g己

主主

8 

7 

8 

千
五ι之

tJi 

~Í'; 

:71:. 

j
 

Y4ιae 

z-s' 

一一一一
j司 主主 苦Q

字 jsl 部: ~主

日下 4 4 4 

111 4 8 6 

色 4 4 

11寺 4 。6 
女1] 4 3 1 

tbl 4 。3 
(以下 l格〉

〈
詑
)
お
は
銭
起
の
四
百
四
十
字
ハ
五
純
一
一
十
ニ
首
〉
、
・
袈
の
そ
れ
ぞ

れ
問
自
字
〈
五
瓶
二
十
首
ず
つ
〉
を
封
象
と
し
た
使
用
頻
度
数
で
あ
る
。

以
下
は
お
の
寅
態
に
基
づ
い
て
、
「
風
・
花
・
・
遠
・

、
ど
、
銭
起
が
特
に
多
用
し
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
詩
中

の
語
と
し
て
如
何
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
併
せ
て
一
十
一
維

・
装
油
一
の
場
合
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銭
詩
の
特
色
を
明

ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
銭
起
の
次
の
詩
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
二
十
二
首
中

の
第
十
一
一
一
首
で
、
風
と
花
と
の
一
階
字
を
一
設
の
中
に
含
ん
で
い
る
作

品
で
あ
る
。戯

鶴

乍
依
菱
蔓
菜
乍
ち
菱
蔓
に
依
り
て
緊
ま
り

議
向
麓
花
滅
議
く
麓
花
に
向
か
ひ
て
減
す

更
喜
好
風
来
更
に
喜
ぶ
好
風
の
来
た
り

数

片

翻

晴

零

数

片

的

容

を

翻

す

を

淡
影
の
麓
花
の
中
に
、
牽
く
身
を
浸
し
た
戯
織
の
群
れ
と
は
、
す な
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で
に
十
分
に
美
し
い
遠
撃
で
あ
る
が
、
作
者
が
更
に
喜
ん
で
い
る
の

は
、
折
か
ら
の
好
風
に
よ
っ
て
、
ひ
と
た
び
は
姿
を
揺
し
た
戯
鵡

が
、
数
片
の
精
一
凶
器
の
如
く
に
翻
る
と
い
う
、
こ
の
世
の
も
の
と
は
思

わ
れ
な
い
遠
景
で
あ
っ
た
。
針
象
と
す
る
自
然
の
風
物
に
迫
っ
て
、

可
能
な
限
り
文
字
に
再
現
し
掻
く
そ
う
と
す
る
素
朴
な
リ
ア
ワ
ズ
ム

の
理
念
を
、
こ
の
作
品
は
も
は
や
、
超
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

後
怒
と
表
現
の
一
新
奇
さ
は
、
ご
駒
川
集
』
の
四
十
首
に
は
見
出
し
に

く
い
。
表
泊
の
「
風
」
の
用
例
を
見
ょ
う
。

落
日
松
風
起
落
日
松
風
起
こ
り

混
家
草
一
筋
稀
家
に
蹄
ら
ん
と
す
れ
ば
草
露
稀
な
り

谷
口
一
桜
務
後
谷
口
に
猿
磐
競
り

間
内
侍
入
戸
来
風
の
停
へ
て
一
戸
に
入
り
来
た
る

(
臨
湖
一
苧
)

孤
舟
…
…
抗
風
泊
孤
舟
風
に
…
一
戸
川
せ
て
治
す

南

拾

湖

水

岸

南

地

湖

水

の

岸

(
南
地
〉

義
在
二
一
辺
説
明

治
相

m
H
Jノ
山

i
寸

J
n
u勺

服
部
来
清
風

(
獄
湖
〉

rm舟
閣を
よ験5
りめ
清て
風一
来た
たび
る長
i摘
す
れ
ば

表
詩
の
「
瓶
一
」
は
四
例
と
も
に
自
然
現
象
と
し
て
の
風
で
あ
り
、
現

賓
の
山
水
を
吹
く
風
そ
の
も
の
で
あ
る
。
燭
自
の
風
物
を
ひ
た
む
き

に
潟
生
し
、
純
粋
客
観
を
隼
ん
で
、
主
観
の
介
入
を
で
き
る
だ
け
慎

も
う
と
す
る
こ
の
詠
法
は
、
袈
迫
の
二
十
首
に
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。

王
維
の
二
十
首
中
の
「
風
」
は
、
次
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

ほ
と
り

不
思
ナ
御
溝
上
向
学
ば
ず
御
溝
の
上

春

風

傷

別

離

春

風

別

離

を

傷

む

を

(
榔
浪
)

こ
れ
も
、
一
舷
は
自
然
現
象
と
し
て
の
風
に
は
遠
い
な
い
。
し
か

し
、
作
者
が
ま
の
あ
た
り
に
し
た
寅
景
で
は
な
く
て
、
現
前
す
る
椀

に
鰯
接
さ
れ
て
、
空
想
に
よ
っ
て
得
た
春
風
で
あ
る
。
袈
詩
の
四
首

の
よ
う
な
質
景
の
直
絞
で
は
な
い
。
王
維
の
二
十
首
は
、
精
密
に
構

成
さ
れ
た
絞
景
詩
が
、
多
く
を
占
め
て
は
い
る
が
、
袈
詩
ほ
ど
主
観

の
流
一
蕗
を
禁
ず
る
に
厳
格
で
は
な
い
。

銭
詩
の
例
の
み
多
く
、
袈
・
主
に
例
の
少
な
い
用
語
に
基
づ
い
て

こ
の
よ
う
な
結
論
に
近
づ
く
こ
と
は
、
甚
だ
蛍
を
失
し
も
し
よ
う

が
、
一
一
一
者
の
自
然
詩
の
特
色
は
、
「
風
」
の
用
例
を
通
じ
て
か
な
り

明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来
て
い
る
。
銭
起
の
「
戯
鴎
」
の
詩
の
風

に
は
、
す
で
に
「
好
風
い
の
好
の
二
千
が
冠
せ
ら
れ
て
、
歴
然
た
る

作
者
の
感
情
移
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
に
徹
す
る
袈
辿
の
詩
精

( 28 ) 



一
仰
と
、
根
底
で
は
深
く
つ
な
が
る
黙
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
銭
起

の
「
戯
臨
し
一
の
詩
に
は
、
進
ん
で
別
の
次
元
の
世
界
に
突
き
入
ろ
う

と
す
る
強
い
志
向
が
、
明
ら
か
に
表
取
さ
れ
る
。
王
詩
の
春
闘
州
に
見

た
い
服
景
の
世
界
を
、
更
に
進
め
よ
う
と
す
る
強
い
窓
怨
力
が
、
こ
の

作
品
に
は
確
か
に
働
い
て
い
る
。
藤
花
と
戯
鴎
の
白
さ
の
上
を
吹
き

過
ぎ
る
風
の
色
さ
え
も
、
白
一
色
に
拙
い
た
と
す
る
の
は
、
詩
の
読

者
の
恐
泣
に
過
、
ぎ
ょ
う
が
、
こ
こ
に
は
現
授
の
景
を
幻
想
化
す
る
造

型
の
美
が
、
若
笈
な
描
潟
の
上
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

銭
詩
に
お
け
る
「
風
い
は
、
用
例
の
多
さ
に
作
っ
て
、
ま
こ
と
に

多
影
で
あ
る
。

好
客
似
風
光
好
客
風
光
に
似
て

偏
来
入
叢
惑
偏
へ
に
来
た
り
て
叢
惑
に
入
る

(
擦
問
)

有
時
載
酒
来
時
有
り
て
か
酒
を
載
せ
て
来
た
る
に

不
朗
代
清
風
遇
清
風
と
遇
は
ず

(
竹
間
路
)

縦
問
問
朔
風
歪
朔
風
の
至
る
に
図
る
と
縦
も

不
向
璃
豪
側
落
選
の
側
に
向
か
は
ず

(
松
下
零
)

布
の
「
風
光
℃
「
清
風
」
・
「
朔
風
レ
の
う
ち
、
朔
風
は
自
然
的
・
物

理
的
に
吹
い
て
来
る
北
風
で
あ
ろ
う
が
、
風
光
・
清
風
は
自
然
現
象

を
一
怠
味
す
る
一
治
義
に
加
え
て
、
多
分
に
人
格
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を

漂
わ
せ
る
風
で
あ
る
0

1

風
い
の
の
最
後
に
次
の
一
首
を
挙
げ
よ

〉
内
ノ
《

晩
締
繋

池
上
静
難
厭
池
上
静
か
に
し
て
厭
ひ
難
き
も

一
位
以
関
欲
去
娩
一
笠
間
去
ら
ん
と
欲
す
る
晩

忽
背
夕
陽
飛
忽
ち
夕
陽
に
背
き
て
飛
ぶ

乗
興
清
風
速
興
に
乗
ず
れ
ば
清
風
速
し

こ
の
詩
の
第
二
三
二
旬
、
雲
間
に
飛
び
去
る
鷺
と
、
そ
の

す
タ
践
の
色
と
は
、
下
一
統
の
自
然
詩
が
姉
く
給
設
的
・
色
彩
的
な
位

界
に
一
泣
い
。

飛
鳥
去
不
窮
飛
鳥
去
り
て
窮
ま
ら
ず

遠
山
復
秋
色
漣
山
復
た
秩
色

〈
華
子
関
)

秋
山
数
儀
照
秋
山
儀
照
を
鍛
め

飛
鳥
逐
前
侶
飛
鳥
前
侶
を
逐
ふ

(
木
繭
柴
)

返
景
入
深
林
返
景
深
林
に
入
り

復
沼
山
青
苔
上
復
た
青
苔
の
上
を
照
ら
す

(
鹿
柴
)

こ
れ
ら

S
然
美
の
極
致
を
描
い
た
王
維
の
絶
唱
に
却
ず
ん
で
、
銭
起
も
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袈
油
一
も
己
が
詩
嚢
を
肥
や
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
自
壊
と
し
た

と
こ
ろ
は
、
必
ず
し
も
同
一
の
方
向
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

裂
辿
は
コ
駒
川
集
b

に
見
る
限
り
、
近
景
を
描
く
こ
と
が
多
く
、
銭

起
の
二
十
二
首
は
、
遠
望
の
景
を
好
ん
で
描
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
娩
綿
鷺
ん
の
一
首
は
、
彼
が
多
用
す
る
「
風
・
一
位
以
・
遠
・
去
!
一
の
造

建
に
関
わ
る
四
字
を
掻
く
合
ん
で
い
て
、
「
夕
陽
」
の
彼
方
に
「
清

風
i
一
の
行
方
を
見
つ
め
よ
う
と
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。

裟
辿
の
「
僚
と
は
、
次
の
三
例
で
あ
る
。

雲
光
侵
履
跡
一
倍
以
光
陵
跡
を
佼
し

山

翠

排

人

衣

山

翠

人

衣

を

排

ふ

ハ
燕
子
同
)

主
日
脱
却
問
主
日
諮
り
照
ら
す
と
齢
も

森
沈
狛
r
目
安
森
沈
と
し
て
猶
ほ
自
ら
山
本
し

(
来
演
活
〉

日
下
山
川
上
容
日
は
下
り
て
山
川
上
裂
く

洋
一
法
淡
無
色
浮
雲
淡
く
し
て
色
無
し

ハ
白
石
灘
)

一
土
維
の
自
然
描
潟
に
mmナ
ん
だ
袈
辿
の
優
等
生
振
り
を
、
十
分
に
う
か

が
わ
せ
る
手
怒
い
…
均
質
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
る
つ
安
光
ー
一
、
「
窓
口
い

の
一
区
は
、
(
i

浮
憾
と
の
裂
の
よ
う
な
、
自
然
現
象
と
し
て
の
づ
訟
に

そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
次
に
家
げ
る
王
維
の
ほ
ど
に
は
、
現
質

か
ら
大
き
く
縞
つ
て
は
い
な
い
。

文
杏
館

文
杏
裁
矯
梁

苓
茅
結
魚
字

不
知
棟
一
裏
一
中
出
向

去
作
人
間
雨

た
八
一
哨
引
円

~Eふ
が

吹
議
凌
緩
滞

11#j 

廻
首

相支
i嘉i

土
色
?
一
マ
ふ
と
に

ふ
冷
ト

4
X向
山
刊

'E
ノ

支
存
に
な
さ
鉱
山
主

H

ね
川
向
井
y
f
'長
3
J
H汀

去知香文
りら茅在
てず結裁
人びち
関棟てて
の裏宇梁
雨のとと
と雲潟第
{乍なのすし
る
を

議
を
吹
き
て
極
浦
を
凌
ぎ

日
暮
夫
君
を
迭
る

湖
上
一
た
び
誌
を
廻
ら
せ
ば

山
背
く
し
て

桂
簿
一
ザ
子
を
漣
へ

杜
若
佐
人
に
熔
る

椴
紫
落
席
に
箕
し

雲
中
君
を
下
さ
ん
と
欲
す
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駒
川
一
の
一
つ
で
あ
る
「
文
杏
舘
」
の
名
は
、
漢
の
司
馬
抑
制

如
の
ぺ
木
簡
を
刻
し
て
以
て
緩
と
魚
し
、
文
木
u
を
飾
り
て
以
て
梁
と

為
す
い
〈
文
選
、
各
八
、
長
内
賦
)
に
基
づ
く
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の

ぺ
文
杏
館
ー
…
の
…
搬
の
笠
は
、
管
の
郭
撲
の
「
雲
は
梁
棟
の
間
に

生
じ
、
風
は
窓
戸
り
生
ず
い
(
文
選
、
各
十
、
遊
仙
詩
七
首



-
第
二
首
〉
を
典
擦
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
主
総
の
布
の

は
、
空
想
の
産
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一i
敬
湖
i
一
の
詩
の
「
白
雲
い
は
、
そ
れ
に
比
し
て
、
確
か
に
作
者
が

自
に
し
た
寅
在
の
雲
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
王
維
の
「
自

殺
と
が
、
た
と
え
ば
、

仰
い
去
英
復
関
似
だ
去
れ
復
た
間
ふ
こ
と
奨
け
ん

白
雲
無
議
時
白
雲
は
掻
く
る
時
無
し

ハ
途
別
)

の
如
く
、
何
等
か
の
象
徴
的
な
一
試
味
を
こ
め
た
用
訟
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
す
で
に
説
く
も
の
が
多
い
。
こ
の
「
敬
湖
」
の
一
首
が
、

同
じ
送
別
詩
で
L

あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
、
主
維
が
あ
こ
が
れ
た

位
界
を
象
徴
す
る
な
に
が
し
か
の
忠
い
が
、
こ
の
つ
白
雲
い
に
も
融

か
し
こ
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
版
図
い
の
詩
の
「
禁
中
君
」
は
、

ZA僻
b

の
「
九
歌
い
の
中
の

一
一
本
の
名
で
あ
り
、
一
裂
の
紳
の
一
意
で
あ
る
。
こ
の
雲
は
、
明
ら
か
に

〔
徒
六
〕

非
現
賓
の
存
在
で
あ
る
。
入
谷
的
介
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
淑
問
問
」

の
一
首
は
、
「
金
府
内
ぷ
」
の
詩
と
あ
わ
ぜ
て
、
早
朝
川
集
』
の
中
で
、

最
も
紳
秘
化
の
著
し
い
幻
想
的
な
作
品
で
あ
る
と
い
う
。
袈
述
の
二

十
首
に
は
、
こ
の
穫
の
幻
想
美
を
求
め
る
作
品
は
見
出
し
得
な
い
。

一
ゃ
ん
維
の
二
十
誌
に
お
い
て
、
少
し
ず
つ
醗
酵
し
、
醸
成
さ
れ
た
幻
想

的
な
突
の
世
界
は
、
銭
起
の
次
の
よ
う
な
作
品
に
よ
っ
て
増
幅
さ

の密…一

れ
、
顕
在
化
し
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

司
h
E
刊
行
何

1
4日
立
{
幻
経

幾
斡
到
青
山
幾
た
び
か
蒋
じ
て
青
山
に
到
り

数
震
度
流
水
数
輩
流
水
を
度
る

秦
人
入
雲
去
秦
入
禁
に
入
り
て
去
り

知
向
桃
源
袈
桃
源
の
一
義
に
向
か
ふ
を
知
る

i
i
j
 

保
協
一
牒
掛
け
い

遠
的
見
如
近

千
即
応
一

遠
州
近
き
が
如
く
見
え

千
里
一
窃
の
裏

坐
ろ
に
来
た
る
石
上
の

た
ち
ま
お
も

乍
諮
夜
中
起
乍
ち
謂
ふ
液
中
よ
り
起
こ
る
か
と

お
の
こ
設
に
見
え
る
「
慰
ど
は
、
現
質
界
と
夢
幻
の
世
界
と
を
隔

て
て
漂
う
雲
で
あ
る
。
そ
の
雲
を
境
界
と
す
る
そ
の
先
に
、
銭
起

は
、
陶
潜
が
吋
印
税
花
源
記
』
に
描
い
た
、
武
陵
桃
源
の
理
想
境
を
求

め
た
。
「
笛
裏
山
」
の
結
句
の
「
牽
」
も
、
こ
こ
で
は
、
仙
境
の
況

で
あ
る
。

司
朝
川
集
』
中
の
表
油
の
一
首
に
は
、

結
陰
既
得
地
陰
を
結
び
て
践
に
地
を
得
た
り

ゆ
ず

何
謝
陶
家
時
何
ぞ
謝
ら
ん
淘
家
の
時

(
椀
浪
)

と
、
椀
に
因
ん
で
淵
拐
を
引
き
合
い
に
出
し
た
匂
が
見
え
て
い
る
。
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王

維

の

一

は

、

陶

淵

問

仰

を

忠

わ

せ

現

は

ら

な

い

が
、
そ
も
そ
も
桝
別
扱
の
関
肢
を
営
も
う
と
し
た
こ
と
自
殿
、
従
っ

て
そ
こ
で
唱
和
さ
れ
た
ご
駒
川
集
匂
の
作
品
全
鰻
が
、
陶
淵
拐
を
意

識
す
る
こ
と
な
し
に
生
ま
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
c

王

維
の
他
の
作
品
に
、
陶
淵
切
の
詩
境
に
あ
こ
が
れ
、
桃
源
へ
の
志
向
を

〔
汁
は
七
〕

一
部
す
も
の
の
多
い
こ
と
は
、
論
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

銭
起
の
桃
源
境
へ
の
志
向
の
強
さ
は
、
そ
の
王
維
の
諸
作
に
比
較

し
て
も
、
ひ
と
し
お
ひ
た
む
き
な
も
の
が
あ
る
。

一£井

片
援

mm仙
井
片
援
仙
井
を
照
ら
し

泉
氏
桃
花
虹
山
本
底
に
桃
花
紅
な
り

那
知
関
石
下
那
ぞ
知
ら
ん
酪
石
の
下

不
興
武
陵
通
武
俊
と
遜
ぜ
ざ
る
を

こ
こ
で
は
、
震
で
は
な
く
て
、
片
霞
、
す
な
わ
ち
、
新
聞
慨
に
映
ず
る

訟
の
色
の
そ
の
向
う
側
に
、
銭
起
は
武
陵
桃
源
を
見
ょ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
霞
の
色
が
仙
井
の
底
に
沈
ん
で
、
桃
花
の
紅
に
見
ま
が
う

と
い
う
幻
想
美
は
、
銭
起
が
構
築
し
た
溺
自
の
世
界
で
あ
っ
て
、
小

〔
技
八
〕

桃
太
市
郎
氏
が
、
こ
の
詩
に
「
春
の
夕
暮
、
山
峡
に
瀬
漫
せ
る
花
や

か
に
紅
い
雰
間
集
の
自
ら
誘
へ
る
幻
想
で
あ
る
い
と
一
一
宮
附
骨
一
閃
し
て

お
ら
れ
る
の
は
、
議
し
い
阜
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
石
井
い
の

詩
の
「
花
い
も
ま
た
、
現
質
の
世
に
咲
く
花
で
は
な
く
て
、
春
の
タ

の
幻
想
の
所
産
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

銭
起
の
「
花
」
の
詩
を
も
う
一
首
引
こ
う
。

一作担一一

山
霊

山
を
望
ん
で
に
張
る
に

自
意
趣
難
極
目
素
き
て
趣
難
め
極
し

晩
景
下
卒
肝
晩
景
千
貯
に
下
り

花
際
震
峯
色
花
際
に
峯
色
を
霞
ま
し
む

銭
起
の
「
花
」
は
、
二
十
二
首
中
に
八
字
を
数
え
て
、
「
風
」
と
と

も
に
最
多
の
用
字
で
あ
り
、
浄
土
維
の
一
一
、
表
辿
の
一
に
比
較
し
て
も

著
し
く
多
い
。
そ
の
う
ち
布
の
「
敬
一
憂
い
の
一
首
を
加
え
て
、
小
論

で
は
す
で
に
一
一
一
首
の
「
花
」
の
詩
を
紹
介
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

ら
「
受
豪
i

…
・
「
石
井
℃
「
銭
鴎
」
の
一
一
一
編
を
、
銭
起
の
藍
問
渓
雑
詠

二
十
二
首
の
代
表
作
と
稀
す
る
こ
と
に
、
悌
り
は
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
特
に
「
設
豪
い
の
詩
の
「
夕
陽
の
下
る
平
原
の
あ
た
り

に
、
花
際
に
霞
む
峯
の
色
」
を
見
た
と
い
う
表
現
は
非
凡
で
あ
り
、

資
景
に
し
て
資
に
あ
ら
ず
、
ド
厳
景
に
し
て
躍
に
あ
ら
ざ
る
銭
起
遠
望

の
詩
の
特
色
を
、
最
も
よ
く
現
わ
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
は

い
っ
て
も
、
こ
の
程
の
遠
景
の
描
潟
を
、
銭
起
の
濁
一
磁
場
と
す
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
王
維
の
最
も
得
一
意
と
す
る
措
法
の
一
つ
で

ハ
法
九
〕

あ
る
と
い
う
指
摘
が
、
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ

の

こ

と

は

、

上

掲

の

・

「

木

蘭

柴

L

な
ど
の
ご
料
川
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集
」
中
の
詩
句
に
よ
っ
て
も
う
か
が
い
得
る
が
、
銭
起
の
一

中
、
過
半
数
を
越
え
る
十
二
首
前
後
が
遠
望
の
作
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
よ
れ
ば
、
コ
駒
川
集
』
の
二
十
首
に
側
聞
す
る
間
以
り
、
量
的
に
は

王
維
は
遠
く
及
ん
で
い
な
い
。
銭
起
の
遠
援
は
、
ま
た
、
王
詩
よ
り

も
ん
公
恕
が
大
き
く
飛
際
し
、
幻
怨
化
が
著
し
い
と
い
う
熱
で
質
的
に

も
兵
っ
て
い
る
。
「
法
」
の
字
の
用
例
が
、
銭
起
の
二
十
二
誌
に
六

字
見
ら
れ
る
の
に
、
王
・
裂
の
四
十
首
に
は
一
宇
も
見
え
て
お
ら

ず
、
「
去
い
の
文
字
の
使
用
が
、
銭
起
に
五
、
王
維
に
二
例
あ
っ
て
、

悲
辿
に
一
字
も
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
だ
け
で
一
一
の
詩

風
の
相
逮
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

表
油
一
に
遠
'
患
の
詩
が
全
く
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。

一
遅
浩
山
路
一
運
山
路
に
通
ず

行
歌
望
欝
ヰ
行
歌
し
て
蕎
与
を
望
む

(
斤
竹
山
綴
〉

安

調

湖

水

康

空

澗

湖

水

践

く

背
焚
天
色
同
市
内
焚
一
大
色
も
向
じ

(
敬
湖
)

右
の
詩
句
の
よ
う
に
、
稀
に
説
線
を
速
く
放
つ
こ
と
は
し
て
も
、
袈

辿
は
遠
望
し
て
認
め
得
た
も
の
の
そ
の
先
に
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を

見
出
そ
う
と
は
し
な
い
詩
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
説
線

は
、
よ
り
近
い
も
の
に
向
か
っ
て
凝
集
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
く
、 一日

彼
の
詩
情
は
、
飛
躍
す
る
よ
り
も
足
を
地
に
活
け
て
、
物
象
の
前
れ
や

美
を
採
る
方
向
に
傾
く
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一同一

銭

詩

の

に

残

る

に

つ

い

て

、

そ

の

作

時

を

確

定

す
る
こ
と
は
至
難
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
ひ
と
り
明
確
な
も
の
に
、

次
の
一
編
が
あ
る
。

省
試
湘
一
議
鼓
恋

常
関
一
清
子
議

鴻
夷
定
自
舞

楚
客
不
堪
耐
制

作
十
口
調
凄
金
石

清
音
入
苓
笠
〈

斎
橋
来
怨
慕

白
主
動
芳
馨

流
水
侍
講
滞

悲
風
過
潟
庭

曲
終
人
不
見

江
上
教
峯
青

詩
題
に

の
恋
を
鼓
す
る
は

常
に
開
く
一
切
子
の
援
と

務
一
英
は
空
し
く
自
ら
舞
ひ

楚
客
は
聴
く
に
堪
へ
ずいた
ま

苦
調
は
金
石
よ
り
も
凄
し
く

浩
一
昔
は
杏
笠
〈
に
入
る

蒼
桔
よ
り
来
た
り
て
怨
慕
し

自
主
は
芳
馨
を
動
か
す

流
水
滋
浦
に
俸
は
り

悲
風
洞
庭
を
過
ぐ

出
移
り
て
人
見
え
ず

江
上
数
峯
青
し

の
二
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
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に
設
第
し
た
天
資
十
年
〈
七
五
二
、
二
十
九
段
の
作
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
詩
に
ま
つ
わ
る
紳
秘
的
な
体
説
を
内
蕎

焼
香
b

は
弐
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

つ
初
め
郷
薦
に
従
ひ
て
江
湖
に
寄
家
し
、
客
合
を
常
と
す
。
月
夜

濁
り
吟
じ
、
議
か
に
人
人
の
廷
に
吟
ず
る
を
開
く
。
日
は
く
、
出

終
り
て
人
見
え
ず
、
江
上
数
案
青
し
と
。
起
樗
然
と
し
て
衣
を
撮

り
之
を
視
る
に
、
見
る
所
無
し
。
以
怨
へ
ら
く
、
鬼
依
に
し
て
其

の
一
十
字
を
志
す
と
。
起
、
試
に
就
く
の
年
、
李
緯
試
す
る
所
の

湘
援
鼓
琵
の
詩
題
中
、
育
の
字
有
り
。
起
即
ち
鬼
訟
の
十
字
を
以

て
落
匂
と
矯
す
。
韓
深
く
之
を
一
掃
し
、
都
し
て
純
明
と
匁
す
に

(
内
務
崎
市
中
一
口
径
二
ハ
七
、
銭
徽
侍
)

以
来
、
こ
の
侍
え
は
、
吋
腕
詩
紀
事
守
吋
跡
的
才
子
体
い
な
ど
の
銭

起
の
僚
に
は
、
必
ず
引
か
れ
る
有
名
な
故
事
と
な
っ
た
G

名
詩
句
誕

生
の
由
来
を
…
糾
秘
化
し
た
侍
説
的
な
漏
話
の
一
つ
に
は
相
違
な
い

が
、
こ
の
二
勾
の
斬
新
さ
が
、
常
時
い
か
に
き
わ
立
っ
て
見
え
て
い

た
か
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
一
般
に
、
省
試
と
い
う
限

定
さ
れ
た
紋
況
の
下
で
作
ら
れ
た
、
こ
の
種
試
粘
詩
の
類
に
、
詩
人

の
伺
性
を
見
る
こ
と
は
で
き
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
銭
起
の
こ
の
作

品
は
、
彼
の
作
風
を
う
ら
な
う
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。

組
援
鼓
怒
の
「
部
川
似
し
と
は
、
間
一
札
の
女
一
例
を
い
う
。

て
絹
江
に
入
水
し
た
、
発
の
娘
で
舜
の
妃
と
な
っ
た
蛾
皇
と
女
英
の

援
で
あ
る
。
「
鼓
恋
い
の
琵
は
二
十
五
弦
琴
、
と
も
に
叫
楚
欝
』
の
諸

遊
篇
に
「
瀬
一
議
を
し
て
琵
を
鼓
せ
し
め
、
海
若
に
令
し
て
潟
夷
を
舞

は
し
む
い
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
若
き
銭
起
は
、
課
題
に
感
じ
て
、

哀
切
と
艶
一
躍
の
漂
う
湘
一
援
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
清
怨
き
わ
ま
る
二
十
五

弦
の
調
べ
を
な
い
ま
ぜ
て
、
五
一
一
一
一
口
排
律
の
一
編
を
ま
と
め
た
。
第
一

勾
か
ら
第
十
句
ま
で
は
、
忠
官
(
に
俸
設
に
従
い
、
間
約
鎖
し
て
得
た
作

詩
の
常
去
を
踏
ん
で
い
て
、
と
り
わ
け
新
奇
な
趣
向
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
c

し
か
し
、
そ
の
恋
の
調
べ
が
流
水
・
悲
風
に
乗
っ
て
流
れ

た
そ
の
先
に
、
江
上
に
見
た
峯
峯
の
背
さ
は
、
て
新
鮮

な
美
し
さ
が
あ
る
ο

く34) 

'0 

の
は
、
そ
も
そ
も
は
他
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
詩
人
の
資
性
や
好
尚
に
マ
ッ
チ
し
て
、
は

じ
め
か
ら
非
現
質
で
あ
り
、
夢
幻
の
世
界
に
通
う
も
の
で
あ
っ
た
。

風
の
吹
き
去
る
行
方
、
川
市
…
(
と
霞
の
漂
い
、
花
の
色
に
染
め
あ
げ
ら
れ

る
遠
'
認
の
彼
方
に
、
こ
の
世
と
は
異
な
る
夢
幻
の
世
界
を
、
好
ん
で

建
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
こ
の
作
者
の
詠
風
の
一
一
部
が
、
こ
の
詩

に
平
く
も
兆
し
て
い
る
と
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

の
中
か
ら
、

悠
悠
た
る
間
林
の
下

日
ら
…
誠
る
門
前
の
山

'-

CJ) 
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千
原
一
語
、
紫
色
千
里
紫
色
を
横
た
ふ

数
液
中
出
玄
関
数
場
雲
間
に
出
、
づ

(
住
撲
協
円
ん
季
前
一
一
品
川
山
山
船
内
〉

と
い
う
よ
う
な
、
法
峯
繁
一
見
の
類
似
し
た
表
現
を
…
摘
出
し
て
、

〔
校
十
〕

へ
の
影
響
を
ふ
以
託
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
だ
が
、
銭
起
は
そ
れ

ら
の
王
詩
か
ら
、
…
歩
で
も
牛
歩
で
も
踏
み
出
し
た
世
界
を
創
出
し

よ
う
と
し
た
詩
人
で
あ
る
。
産
開
渓
雑
一
政
以
外
の
作
と
し
て
、
吋
銭

考
功
集
h

各
十
か
ら
、
次
の
一
設
を
引
い
て
み
た
い
。

節
前
i

j

 

瀦
湘
何
事
等
間
的
備
制
何
事
ぞ
等
間
に
間
る

水
梨
沙
明
…
閥
的
汗
北
口
水
は
裂
に
沙
明
か
に
し
て
雨
岸
苔
む
す

二
十
五
絃
弾
夜
月
二
十
五
絃
夜
月
に
弾
ず
れ
ば

不
勝
清
怨
却
飛
来
清
怨
に
勝
へ
ず
却
っ
て
飛
び
来
た
ら
ん

結
句
の
解
稼
に
は
、
な
お
思
(
設
が
あ
る
が
、
春
の
締
艇
の
心
を
借
り

て
議
湘
の
名
勝
を
描
こ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
自
然
美
を
彩

る
の
に
、
湖
水
の
女
…
糾
の
体
説
を
以
っ
て
幻
想
化
し
て
い
て
、
一
i

湘

娠
鼓
一
誌
」
の
詩
の
延
長
線
上
に
あ
る
作
品
と
し
得
ょ
う
。
結
離
な
拾

僚
と
、
浪
没
的
な
締
…
仰
と
に
支
え
ら
れ
た
、
溺
瀬
た
る
味
わ
い
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
起
句
か
ら
艇
を
擬
人
化
し
た
若
想
は
奇
抜
で
あ

り
、
絶
句
と
い
う
短
詩
に
、
故
事
体
設
を
と
り
こ
み
、
複
雑
な
幻
想

牲
を
賦
興
し
た
詠
風
は
特
異
で
あ
る
。
以
来
、
「
起
は
五

一
一
計
の
詩
を
能
く
す
い
ハ
袋
一
六
七
、
銭
徽
停
)
と
い
わ
れ
、

銭
起
は
五
一
一
一
同
の
誌
を
多
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
住
か
に
十
九
首

を
残
す
七
言
絶
句
の
中
に
も
、
こ
の
作
あ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ

の
作
品
は
、
そ
の
幻
恕
突
を
作
っ
た
優
麗
さ
に
お
い
て
、
中
関
古
典

た
ど
り
得
た
あ
る
頂
烈
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

国

の
死
後
、
最
も
近
い
時
代
の
銭
詩
許
と
し
て
、
の
高
仲
武

の
町
中
興
関
気
集
h

に
「
挫
格
新
奇
・
理
致
結
騒
」
の
許
認
が
あ

る
。
以
後
、
宋
の
計
有
功
の
『
藤
一
詩
紀
事
』
、
元
の
辛
文
房
の
吋
唐

才
子
侍
b

、
清
の
康
問
問
一
帝
時
に
成
っ
た
去
五
唐
詩
』
の
「
小
侍
」
な

ど
、
ひ
と
し
く
こ
の
許
認
を
踏
襲
し
て
嬰
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
銭

詩
の
新
奇
・
清
跨
さ
を
那
迭
に
見
た
の
か
は
、
逮
か
に
は
麟
じ
得
な

い
が
、
小
論
で
述
べ
て
来
た
よ
う
な
一
側
面
と
、
全
く
無
関
係
で
は

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
高
仲
武
が
例
示
す
る
詩
句
も
、
銭
起

の
迷
堅
詩
か
ら
の
…
摘
出
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

ι

烏
道
経
疎
隔
為
道
に
疎
雨
蛙
り

人
家
残
夕
陽
人
家
夕
陽
残
る

(
各
六
、
逃
暑
)

牛
学
上
山
小
牛
羊
山
に
上
り
て
小
に

煩
火
隔
林
疎
焔
火
林
を
煽
て
て
疎
な
り
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(
径
六
、
題
玉
山
村
受
壁
)

長
築
録
勝
花
外
議
長
築
の
銭
聾
花
外
に
議
き

龍
池
柳
色
雨
中
深
龍
池
の
柳
色
一
雨
中
に
深
し

ハ
巻
八
、
総
閥
下
袈
合
人
)

最
初
の
寸
逃
者
」
の
詩
は
、
吋
中
興
関
気
集
h

に
例
示
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
内
極
玄
集
』
ハ
成
・
挑
合
編
)
・
吋
才
調
集
』
(
五

代
・
存
穀
編

γ
吋
時
間
詩
選
b

(

明
・
李
懇
誌
編
)
・

3m詩
三
百
首
』

〈
清
・
孫
、
法
編
)
の
認
選
集
が
採
録
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

編
者
が
、
銭
起
の
代
表
作
と
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
引

用
さ
れ
た
佳
勾
が
、
い
ず
れ
も
遼
裂
の
絞
景
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
が
銭
詩
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
す
で
に
先
人
に
よ
っ
て

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

小
論
で
は
、
主
と
し
て
コ
駈
回
渓
雑
詠
b

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
と

最
も
深
く
関
連
す
る
コ
駒
川
集
h

の
作
品
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
新
奇
と
さ
れ
、
清
騰
と
さ
れ
た
銭
起
の
詩
風
を
、
わ
ず
か
な
が

ら
窺
い
得
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
五
維
・
袈
速
の
ほ
か
に
、
銭

起
の
詩
の
成
立
に
何
等
か
の
投
影
を
興
え
た
詩
人
と
し
て
、
同
時
代

〔
注
十
二

人
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
大
経
の
十
才
子
や
、
銭
・
郎
と
波
稲
さ
れ

て
い
る
郎
士
元
(
七
二
六
1

七
八
O
?
)
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

〔
注
十
二
〕

る
。
ま
た
、
踏
の
高
仲
武
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
銭
・
郎
は
、
謝
援
運

五

l
凶
…
一
・
謝
挑
(
問
中
ハ
悶
j
四
九
九
)
の
六
朝
詩
人
や
、

沈
・
宋
の
穏
の
あ
る
沈
佳
期
(
六
五
六
?
!
七
一
四
)
・
宋
之
問
(
六

五
九
?
!
七
二
一
)
の
一
初
底
の
詩
人
の
系
譜
に
連
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
。
一
期
謝
、
沈
・
宋
の
問
者
が
、
宮
廷
乃
至
は
貴
族
の
文
事
サ
ロ
ン

〔注十一一一〕

に
お
け
る
寵
児
で
あ
っ
た
と
い
う
結
で
、
銭
・
郎
と
共
通
し
て
い
た

と
い
う
事
柄
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
詩
人
と
銭
詩
と

の
関
係
は
、
更
に
精
査
し
て
み
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
。

〔
法
十
四
〕

そ
し
て
、
銭
起
は
、
六
朝
末
の
詩
が
持
つ
「
浮
遊
」
ゃ
っ
艇
爆
」

を
除
き
つ
つ
、
こ
れ
ら
貴
族
文
壊
が
併
せ
持
っ
て
い
た
高
度
の
技
巧

や
洗
練
を
吸
牧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
清
奇
淡
遠
の
詩
風
を
成

し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
れ
よ
り
先
、
時
流
に
超
然
と
し
て

平
淡
な
自
国
詩
を
作
っ
た
陶
潜
会
一
六
五

i
四
二
七
)
の
風
骨
に
印
字

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、
繊
巧
で
は
あ
っ
て
も
繊
弱
に
は
焔

ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
黙
が
あ
る
。

更
に
は
ま
た
、
銭
詩
の
設
想
や
表
現
に
見
た
幻
想
性
は
、
そ
の
後

の
文
壊
、
た
と
え
ば
、
中
法
詩
が
顕
著
に
持
つ
に
歪
る
物
語
性
や
、

庶
米
の
厳
格
の
文
畿
な
ど
の
上
に
、
何
程
か
の
寄
輿
を
来
た
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
云
々
す
る
に

は
、
今
は
明
ら
か
に
向
早
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
盛
成
と
中
庭
と
の

過
渡
期
に
介
在
し
て
、
関
却
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
銭
起
の
存
在

を
、
そ
の
詩
の
特
色
の
一
両
を
掲
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
ま

ず
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
世
に
淵
明
・
の
自
然
・
山
水
の
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一
誌
を
畿
ぐ
者
と
し
て
、
一
え
・
・
柳
の
稿
は
存
し
て
も
、
幻
想

美
の
自
然
詩
人
銭
起
の
位
訟
を
、
正
常
に
見
定
め
た
詩
史
あ
る
を
聞

か
な
い
が
放
で
あ
る
心
(
東
京
教
育
大
車
問
尉
高
校
教
議
)

〕
吋
一
新
庶
数
日
い
ム
民
総
体
、
吋
誠
一
消
防
秋
h

谷
間
(
宋
e

耳
立
方
〉
、
叫
ん
伐

詩
紀
事
h

恋
…
一
…
十
「
脂
綿
」
(
山
木
・
計
有
功
)
は
、
「
院
総
・
い
ん
山
中
苧
・
税

制
附
・
銭
起
・
一
叫
ん
ハ
し
戸
時
一

-m殻
・
桜
網
・
歌
津
・
一
段
侯
審
・
李
端
」
の
名
を

塑
げ
る
が
、
叫
ん
的
詩
紀
前
申
b

各
…
一
一
十
「
李
金
」
に
は
、
「
鼠
給
・
銭
起
・
部

土
元
・
河
川
ハ
L

鞘
・
李
端
・
李
金
・
商
議
・
泉
市
営
・
歌
緯
・
李
嘉
一
桁
。
文

去
、
古
頃
・
一
皮
侯
審
・
亦
走
。
或
去
、
銭
起
・
威
論
・
可
申
一
階
・
泉
市
脅

.
李
嘉
一
蹴
・
吉
中
宇
・
前
夜
・
郎
士
一
兆
・
李
金
・
歌
津
'
李
端
」
と
あ

る。

〔
詑
一
一
)

口刊日円。

小
林
大
市
部
署
寸
主
総
の
生
、
庇
と
謀
術
b

，
己
批
問
詩
人
銭
起
」
参

町
主
総
・
袈
辿
の
「
桝
川
集
」
に
つ
い
て
』
(
漢
文
救
援
一
一
一
一
一
披
〉

ハ
法
問
〕
明
中
興
関
紙
集
b

(

庶
・
高
伯
作
武
)
巻
之
上
「
銭
起
」
の
篠
に
、

「
文
京
右
示
、
許
以
高
格
。
右
一
捺
泣
後
、
員
外
潟
雄
。
」
と
あ
る
。

門
技
五
〕
鈴
木
修
女
者
百
松
代
詩
人
論
n

向
上
谷
「
王
紙
論
L

参
照
。

ハ
詑
ム
ハ
)
吋
1
1
維
持
集
匂
(
岩
波
文
庫
)
解
説
ニ
八

O
一
員
参
照
。

ぺ
生
七
J

在
五
に
司
じ
心

r
J
戸、

j
;
l
i

〈
法
人
〕
法
一
一
に
同
じ
。

〔
詑
九
〕
注
五
に
同
じ
。

〔
立
十
〕
但
し
、
こ
の
王
維
の
作
品
は
、
天
費
十
二
年
ハ
七
五
三
)
以
後
の

作
と
さ
れ
る
か
ら
、
天
費
十
年
の
作
で
あ
る
銭
詩
へ
の
直
接
の
影
響
は
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
。

〔
在
十
二
ウ
中
興
関
録
集
b

各
之
上
「
強
記
」
の
捺
参
照
。

口
比
十
一
口
右
に
同
じ
。

(
詑
十
…
…
…
〕
吋
前
府
書
い
の
銭
徽
博
中
に
、
「
以
能
一
一
日
、
出
入
賞
遊
之
内
L

と

あ
り
、
問
中
興
開
話
集
約
…
…
巻
之
下
、
「
郎
士
元
」
の
捺
に
は
、
「
自
永
一
樹
巳

下
、
一
見
出
作
牧
、
ニ
公
無
詩
縮
銭
、
時
論
部
之
。
」
と
あ
っ
て
、
銭
・
郎

、
か
常
時
の
貴
族
'
高
官
と
交
渉
の
多
か
っ
た
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。

ハ
詑
十
閉
〕
町
中
興
関
採
集
』
各
之
上
「
銭
起
」
の
候
に
、
「
菱
鳴
門
宋
之
浮

齢
、
創
製
陳
之
酔
娘
、
趨
然
溺
立
」
の
誌
が
あ
る
。
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